
門;3t，幅島!?系盤屋l崎沖地震踏査報告

中央気象蓋竹花峰夫・高IJ 田勝利

1. 緒言 昭和 13年 5月 23日 16h19m 頃昭島鯨盟屋崎の東南東約 60粁

の沖合に大規模危地震が起った。震動は此の地方としても近年稀危強烈支えも盲の

であったがy 幸ひ震源が海岸から可友り沖合にあった1.it，甚だしい被害は注ぐ

幅島!採の大部分から茨城県系の大宇に亙って強震を感じ雨!孫下の諸庭で軽微の

被害を生じた程度であった。著者等は命に依り震後直ちに現地に向ひ貴地踏査

せる結果の概要を報告する。

2. 調査の概況・第1圏中斜線を引ける部分は今岡の地震に依って被害を生

じた直域でv被害の程度は壁，土蔵等の亀裂剥落y 煉瓦煙突の折損p 岩石の落

下，器物の破損y 商庄の商品の損害等であった。

集 1園踏査報告参考国
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〈話

ローマ数字は測候所報告に依る震度，斜線を引ける区域は被害ありたる直域
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被害の分布から云へば震夫に最も近い幅島懸の小名演町附近の海岸地方に多

少の被害ありたる外海岸地方及び阿武隈山脈地帯に殆ど被害なくフ却って蹄島，

郡山y 須賀川y 白河等阿武隈川流域の沖積層地帯に於て割合に被害があった。

被害中の主左るものは盟屋崎燈墓にて燈光用大レンズが破損し?郡山，須賀

川y 猪苗代等にては煉瓦煙突が折損L，壁の亀裂等諸所に生じたる他，矢吹町

附近でも壁の亀裂を可たり生じ植田?高荻等の人絹曾祉にも多少の被害あり，

叉岩石落下に依る銭遣の損害も 2ケ所あった。

一命今同の貴地調査に際し一般的被害調査の他に弐の事項に就き注意して調査

した。

調査要項 i)λ感に依る震動の性質 ii)物韓の倒壊落下の方向 iii)地鳴，

海鳴等の有無 iv)井水の愛佑，温泉の異朕其の他の異朕現象の有

無 v)津浪或は潮位異放の有無

i)人感に依る震動の性質・震央に最も近き堕屋崎燈蓋の芸員の観測に依れば

最初に強き上下動を 4，5同感じ後水平動を約1分宇位感じたp 叉須賀川町に

でも上下動を強く感じたる由であるがp 他では何れも念激友水平動のみを感じ

た由であるO 倫一般の現地の人の談話を綜合して震動は極めて強く蛍地方とし

ては関東大地震の時以上の強震であったがp 被害は議想外に少いのに驚いた位

であったと云ふ。

ii)物謹の倒壊落下の方向被害は全般的に軽微で、あった魚建物3 墓石等の

倒落は殆どなく 3 僅かに煉瓦煙突の折損せるものが 2，3あったのみであった。

共の内著者等が寅測せるものに就て次に表示する。
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iii)地鳴p 海鳴 地鳴は今回の地震は全然聞か左かった。干潟町にて震後海

鳴を聞いた。

iv)井水の愛化殆どな Lo

温泉の異獄 イ〉幅島懸安達郡熱海温泉震時湯が乳白色と左れ 24日

に透明に復しp 湧出量は約2割増加L，湿度は約 3度上昇した。

ロ〉幅島鯨岩瀬郡湯本温泉震後温度上昇する。

其の他異扶現象は殆ど認め友かった。

v)津漠小名演港の験潮儀にて震後約 22分頃より小規模の津浪を記録し

た。他の海岸地方にては一般に津浪を警戒しp 震後直ちに海岸を見張りたる庭

も多かったが全然異欣を認めなかった。叉堕屋崎燈憂にでも蚕員が震後沖の方

を見張ってゐたが全然具欣は認められ友かった由であるO

3. 踏査報告

福島市市内初二重舎祉倉庫北面の壁〔間口 1.5問高さ 2間〉下部落下す。

市内曾根回の天神燈籍2基共 SSE方向へ但uる。他壁に亀裂を生じF 据り悪し

きもの倒れたる程度にて殆ど被害えにし。

郡山市郡山製統合祉の四角友煉瓦煙突(高さ約 9米〉の上部約 3米位が

直下に落下し屋根瓦を破壊した。落下の方向は主に東西でp 東の方に多く落下

してゐる。ゆP谷氏報文参照〉

小松醤油舎祉煉瓦煙突(高さ 18米基部差渡 1.8米六角形〉上部南西方へ落

下す。共の他屋根瓦の落下F 瀬戸物の破損等若干ありたる程度。

須賀川町豚下にでも比較的損傷多き庭と思はる O 土蔵壁の亀裂p 剥落r石

塀の破壊等各庭にあり。柳沼醤油舎祉の煉瓦煙突ぐ高さ 16米基部 1.3米角〉上

部より 3米位北方直下へ落下し屋根を破損すO ぐ口絵弱民参照)

須賀川酒造曾祉の煉瓦煙突(高さ約13米基部1.5米角〉約 80米sAて!，.2本

ある内北寄りの 1本は上部約 3.6米位北方直下へ落下しp 他の 1本は上部が

部分的に破損股溶してやはり北方へ落下した。 f口絵馬異参照〉

須賀川農業倉庫の土蔵大小品棟の内 3椋は可なり損傷を被ったが特に北面の

壁が最も多く剥落して居れ南北方向に長い他の 1椋が何らの損傷なき貼より

見ても北方へ強〈慶された如き放を呈してゐた。(白絵馬民及附国参照〉
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倉庫平面見取園 小名漬町壁に小亀裂の入りたる外町内にては可なり

! 一建…概なく 一時干の

亀裂が入った位の程度であった。町外れにて小規模の崖

崩れが 2，3ケ所あった。備本町の地盤は砂地である。

叩湯本町駅し。

し」 平市壁に亀裂入り屋根瓦の落下せる程度，市内石油

ëX~-1 応にて 5 ガロン入石油健 30 佃破裂，酒造庄の酒溢出せ

p i iる等商品の損害は可なりあった。
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倫附近の炭旗には損傷は全然友かった。

堕屋崎燈憂塔高 30.3米基部直径約 9米銭筋コンク

リ{トの国錐形燈牽の頂上にあるフルネル式第 1等草尖光型大レンズ(直径 3

重量 4000砥，棒欣プリズムを組合せて凸レンズとたしたるもの〉のプリ

ズム形レンズ 6個破損す此の損害約 4--5，000国，叉レンズ基部の水銀槽の水

銀 270砥の内約200屯溢出す。向同燈牽官合外側のコンクリート塀幅約 6米位

崩落した(口給~真参照〉外構内コンクリート鋪装遁路には各庭に大小の亀裂を

米?

生じた。

命本燈墓は従来屡々強震はあり水銀の溢出せることは関東大地震以後でも 2

高年五製造所にて瓦約 100枚破損フ菓子屋窓硝子破損y 磐城セメン

ト舎祉の昇降機配電盤破損せる程度にて共の他の被害は殆ど注し。

附近の崖の岩石が崩落し，壁に亀裂入りたる程度。

全然異欣なし，震度は中震程度。

土蔵の壁が落ち，戸棚のものが落下せる程度。

高荻町(茨城〉 酵の待合所の天井の壁が会lj落し

た。待合所は正方形に近い建物で剥落した所は第

3固に示す如く釘稽の隅でp 大きさは何れも 1米

レンズが破壊したのは今同が始めてどあると O--3同はあったがフ

四倉町

久ノ潰町

中村町

水戸市

@}$<I~色L問1宜

国3 策

平方大の固形に近いものであった。共の他壁の庭E平

々に.も小亀裂を生じてゐた。

高荻p 南中郷瞬間のトンネルρ中の線路長さ約 10米位が沈下した。但し其
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昭和人絹舎l社高荻工場の貯水池の吸水管が

破損した。との工場の建物は砂地の上に建て

られたものであるがF 地震の矯め約 0.3米位

沈下し直径約 60粧の銭製の管の接合部が離

れF 震にヱ場内の送水作業が停止した。倫吸

水作業をたす小屋〈木造〉はとの震に第 6園の

シ

7
り

1
ト
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如く破損した。叉同貯水池の中に南北の向き

に立て Lあったコンリート板が北端の 1枚を

ベ;石立蛾レi1J!1片

禁 5 園

L土士tt!..;I i夜、下)

残し約 9--11米の関東側に倒れ水中に波し

た。

共の他同町内にて商庖の陳列品落下に依る

被害も相蛍あった。

平潟町大きた被害としては山の切立てた崖が崩れ落ちて居る。その場所は

粘土性の土でvその上?上方に可也の大きた石が数個在った。との落下の震に直

ぐ下にあった土蔵1椋及母家 1軒が下敷とたったが3人畜には被害はたかった。

(第7国〉その他の被害としては棚のものが落下し 園7 賞主

た程度である。津浪は友かった様である。叉地震

後暫くし?て海鳴の現象があった(蛍日は海上は可

成荒れて居た様である〉。

高荻町と向じく昭和人精工場にて貯水植田町

池の吸水管に被害があった。

との工場も高荻工場と同じく建物は杢苦s砂地に
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建てられて居るし，被害を受けた原因は同じ様に土地の沈下に依る吸水管の接

目の離れた事にある。その他工場の被害はコンクリート作りの海水池に小さな

費三 8 園 亀裂を生じた。その他同町内の被害は無

落
石

かった。

茨城廓y 下小)11一西金聞の銭這の被害

水郡線の西金y 下小JlI間の落石に依り

線路2本が曲った。落石の始め在った個

所は第8園の如く線路より高さ 2mの1

ンクリートの上約 5mの傾斜約 60度位

の薮であるO

磐越東線川前一夏井間落石の1.itレー

ル曲り銭道一時不通とたる。同所は夏井

川上流渓谷の念傾斜の中腹を切り開いて銭道を通じたものでF 附近では以前に

も山津浪のため列車事故を生じた庭であるがy 今同の崩壊は極めて小規模なる

もので、あった。

怒りに臨み本文を街]校関下さった本多博士叉今同の調査に封し多大の御便宜

を符奥へ下さったp 此の地方の各警察署銭遺燈墓舎社等の方々に深く感謝の意

を表しp 同時に水戸測候所高谷所長福島測候所柳谷氏，小名演観測所小磯所長 c

の御厚意に釘しでも厚く感謝する弐第であります。命此の調査は 5月 25--26

の2日間の短期間に行ったものでありますから必宇しも杜撰の貼無きを保し難

いと思ひますp 以上7象め御了承願ひます。〔昭和 13年 6月3日中央気象墓に

て〉

倫参考の震幅島県率、保安課調査に依る豚下の被害調査を附す。

幅島豚下被害調査く5月間日現在〉 幅島牒保安課調査に依る

地名 司
U-一一一R 事

踊島市|村上只七商庖食料品の損害 400国，羽二重曾社倉庫の壁 1間程落下損害 25固

清水村|高犀迭電線 2本切斬

本宮町|煉瓦製造工場煉瓦被害 100固，コンクリートの亀裂損害 100国
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地・名 言己 事

郡山市 郡山製統合社煙突高さ 30米のもの 15米程倒壊，小松醤油庖の煙突倒壊，荒

池堤防決潰損害 100国

高玉鏡山 鏡山用ダム堤防約3聞紙壌鏡毒五百川へ流出し鴛占うに同河川流堤の濯i斑及び漁

業に可なりの損害を生ずく新聞記事に依る〉
¥ 

須賀川町 須賀川酒造株式含批，柳沼醤油株式曾祉の煉瓦煙突岳本倒壊損害 500国位，其

他瀬戸物，人家の壁の落下酒器油庖の瓶詰等の損害相賞あるも目下調査中

猪苗代町 酒井庄吉方煙突 20米，別府幸吉方煙突 30米倒壊損害 1000固位

坂下町 陳列棚の商品落干したる程度にて被害少き見込

豊間村 盤屋崎燈蓋にてレンズ 6枚破損， ZK銀溢出

植田町 昭和人 組踊所l閃の吸時1米破裂し同国の損害 | 
矢吹町 壁の股落せるもの(矢吹町i)')，川崎村20，闘卒村 17，滑津村 15，吉子川村 15，

中期村 6)損害，2795国，矢吹町にて立掛けたる材木倒れ通行人負傷

釜子村 奉安庫亀裂損害 100国

四倉町 上水道敏管損害 10国，堀井瓦工場の瓦破損 10闘，四倉セメント曾枇昇降機

配電盤破損損害 100国

大堀村 瀬戸焼窯6個倒壊損害 1200国

小高町 器物損害 14国
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